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企旧宣教師館

eJ市指定文化財・上回リサーチパーク内)

上回リサーチバークの-[旬、いに

しえの任公開のl対{!!IJに、アーリーア

メリカン様式の 1 11日教1~llì館が移築 ・

似Jとされオープンしたのは、昨年の

7 JJのことでした。

この川貫教師~lム flll?fi37年カナ

ダのメソジスト教会の船人'，"1:教師の

住宅として丸堀に主主てられ、 一部は

卜JDf呆揖伝視所(弘!氷洋95利19:学院
短大保育科の前身)として、幼稚隙|

教諭の養成にも不IJ11 Jされていました。

n7:pf:1l15年、立教I':iliが州11¥1した後、
小m蚕業学校の初代校・誌となった宅
占米熊氏の子J弘敬蔵氏がn時人、住宅
~ft医院として利則していました。

そして平成 5 年、~桁化により取

り壊される t ころを、 I;~泌氏の i官、

新
た
な

で挫物をJ¥庁イjしていた三吉治敬さん

のごJ'J(!J:によりrliが誠り受け、解f1正
して引イ1:の地に移築・復兄しました。

rf~~体のときは、一つひとつに詐

号を付け、 nも 4 本ずつ外していま

した。|人j却のしっくいの控が下想以

上{こf'よくて、角引{>:するのにTごいぷI時

間がカ・かったようです。当時tしで
は、ずいぶんしっかりした造りだっ

たんでしょうね」と治敬さんは話り

ます。移築が完 fするまでに、 1年

半;1i<カ・かりました。
「せっかく引き返ったのですから、

大=IJ~に l眺めるだけでなく、大 L 、に活

用してほしいですねJ t 治敬さん。

旧宵:fir，lli館は、新たな上地で、新
たな陪史ををIJjら始めました。

〈再生紙を使用しています〉
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-公共下水道事業受益者負担金(第5期)説明会日程表

〔南部処理区(千曲川左岸地区))

と 事、- と ~ ろ 対象自治会、ー

1月30日伺) 半過山口集会場 半過(山口)

1月31日関 川辺泉団地区防災センター 築地 ・吉田・信田

2月ε日開 上田原公民館 上田原

2月3日程包 川辺町児童センター 川辺町

2月6日(月 JI!芝町公民館 川辺町

2月ア白山 中之条公民館 中之条

2月8日開 中之条公民館 中之条

2月9日開 千幽町自治会館 千飽町

2月 1 0臼~ 千曲町集会室 千曲町

2月13日伺) 下之条公会堂 下之条

2月14日開 下之条公会堂 下之条

2月15日制 御所公会堂 御所

-公共下水道事業受益者負担金(第5期)説明会日程表

〔上回処理区(千曲川右岸地区))

と き と ι;: ろ 対象自治会

1月30日開; 下堀公民館 よ繍 ・下婦

1月31日関 上沢公会堂 よ沢・岩下

2月1臼ぱ 黒ilji公民館 線坪

2月ε臼(it;; 国分公民館 国分

2月3日畠 神科児童センター 畏島 ・大久保・西野竹

2月6日月， ?$科児童センター 畏島 ・大久保 .j!!i野竹

2月7日比 中央公民館 上川原柳町・染屋

ε月8日bκ 金井公民館 金井 ・宣E沢

2月9自問 金井公民館 金井・蛇沢

2月10自信 山口公民館 山口

2月13日開 新回区民会館 新国

2月14自民 常入自治会館 常入

人~- I 
¥ ¥'.) 



市の動き

ダ ~12月~

18…長野県市長会(長野ホテル尽
北館) 浦里財産区議会{川西支

所}

28---市民と市畏の臼{市長室、教
育・文化・スポーツ) 第1回下
水道等使用料金審議会/港国情造
改善センターしゅん工式(中級)
3日….JR上田駅構上釈しゅん工式
・祝賀式=写真下=

5臼…人纏啓発チラシ配布(.JR上
田駅前)/上小保健著者導委員研修

会(創造舘)ノ第3回上回市都市
寮銭貧表彰式

6日…12月定例市議会招集日 (-21
日)

7日・下室賀財産区議会(下室資生
活改善センター)

11日…『ありがとうよ図駅、そして
新野線駅ヘJセレモニー (.JRI日
上田駅舎)

15日--農業集落排水穆業下小島処理
場火入れ式(悶処理場)

16日・・消防司令車引き渡し式(消防
本部)

19日…上室賀財産区議会(室賀基幹
集蓬センター)

22日一別所財産区i覧会(別所温泉セ
ンター) 年末~遜安全街頭指導
(海野町安差点)

25日 -市誌編さん総委員会(八二一
ウェ)1;)

26日…糞田町外一市一町共有財産総
合議会(奥田町役場)

竣工、JH東日本上回点

[3 ) 広寝ラ;Æ~7. 1. 16 

住みよい
環境づくりに
公共下水道(第5期)
受益者負担金説明会を開催.



情報

ご
み
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日 1
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階後
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ム
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第
二
次
女
性
行
動
計

画
策
定
へ
の
広
聴
会

••• 
今
年
は
火
性
に
参
政
権
が
与
え
ら

れ
て
印
年
に
な
り
ま
す
。
男
女
の
平

等
は
当
た
り
前
。
し
か
し
現
実
の
生

活
で
は
、
闘
力
だ
か
ら
と
無
理
を
さ
せ

ら
れ
る
、
女
だ
か
ら

t
我
悦
さ
せ
ら

れ
る
、

』
と
が
あ
り
ま
す
。

上
阿
市
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
ま
ち
に
し
よ
う
と
、
平
成

3
年
に

上
刊
市
女
性
行
動
計
阿
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
年
は

5
年
目
。

こ
の
事
業

を
ち
っ
と
推
進
す
る
た
め
、
平
成

7

年
度
に

「第一

一次
女
性
行
動
計
問
」

守
策
定
し
ま
す
。
そ
ニ
で
住
み
よ
い

s--hv 

こ
ん
な
市
に
し
よ
う

t
い
う
皆
さ
ん

の
ご
立
見
を
聞
く
会
を
聞
き
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
の
夢
そ
諮
っ
て
く
だ
さ

い
。
円
程
は
随
時
お
知
・わ
せ
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

昨
午
諜

6
0
7
)
 

(
内
線
l

場所 日 程

城南 2月9日開午後
公民館 H湾30分一3跨30分

2月11日出午後
18朝日分-4時

中央
冒頭に「なぜ女性行

公民館 動計画力、Jの講演を

H時間行います。講
自聞は中村電子さん

-広聴会日程表

市
と
環
境
衛
生
連
絡
会
で
は
、
次
の
内
容
に

よ
り
聞
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
内
容

①
資
源
回
収
自
治
会
の
体
験
発
表

②
ご
み
問
題
研
究
家
(
旧
北
海
道
伊
達
市
を
考

え
る
会
会
長
)
・
中
村
恵
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

(なかむら ・けいこ)旧北海道伊達市を

考える会会長。ごみ有料化を導入した北

海道伊達市で、一般消費者の立場カ、ら、

自ら資源回収を組織し、行政や企業に~

まざまな施策を提言。

[4 J 

-生活環境課(内線1387)

16 1. 広報うえだ7.

上
回
で
撮
っ
た
映
画

当時
の
様
子
を
投
書
で

••• 
上
田
商
業
二
十
-
叶
一
紀
会
で
は
、

か
つ
て
、
上
問
を
ロ
ケ
地
主
し
て
撤

影
さ
れ
た
映
両
の
上
映
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

昔
、
街
角
で
映
闘
を
撮
っ

て
い
る

現
場
を
兄
た
、
自
分
も
エ
キ
ス
ト
ラ

で
出
演
し
た
、
出
演
者
が
泊
ま
っ
た
、

な
ど
な
ど
、
当
時
の
様
子
を
ご
存
じ

の
か
た
は
、
ぜ
ひ
そ
の
様
子
を
投
書

に
よ
り
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

マ
投
書
先

「
〒
3
8
6

上
回

市
大
手

1
!
日

l
M

上
田
市
役
所

商
工
謀
内
上
白
商
業
二
十

一
世
紀
会

事
務
局
」
(
内
線
1
4
0
3
・
F
A
X

@
7
3
5
5
)
 



• 

放
送
大
学
平
成

7
年

度
第
1
学
期
の
学
生

月
間
NH
附
ま
で

マ
募
集
要
項

は

が
き
か
電
話
で
「
干
3
9
2

諏
訪

市
諏
訪
1
1
6
1
1

ス
ワ
プ
ラ
ザ

ピ
ル

4
F

諏
訪
市
駅
前
市
民
会
館

内
欣
送
大
川
下
諏
訪
地
区
学
問
セ
ン

タ
ー」

(包
0
2
6
6
@
2
3
3
2
)

ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

4期
7期

便利で確実な口座振替のご利用を

納期限は1月31日ω
-市県民税

・国民健康保険税

••• 
欣

送

大
学

は
、
常
涯
学
的
行
の
時
代

に
即
応
し
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
の
欣

送
授
業
を
中
心
と
し
て
大
学
教
育
を

行
う
我
が
凶
で
初
め
て
の
大
学
で
す
。

日
歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
学
で
き
、
1
科

H
で
も
学
べ
ま
す
。

放
送
大
山
下
で
は
、

平
成

7
年
度
第

1
学
期
(
」
円
綬
業
開
始
)
入
学

の

字
引
を
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
定
員

全
科
版
修
州
7

0

0

0
人
、
選
科

・
科
目
隠
修
生
1
0

0
0
0
人

マ
出
願
受
付
期
限

2 

相 談 名 日 時 会場など

2 fJI011樹
法 律 相 談 13 : 30-15 : 30 rli 

(予約制) 2日2fH刷 f定 生前線境課
13 : 30 -1 5 : 30 l好

(府Ji合 3階)
人権・ 悩みごと相談

2月2日(柄
宮 |勺綿138913 : 00-16 :ω @ 

2円訪日(，fc) 4 
土地 建物相談

Hl : 00 -1 () : 00 i 。
農 地 問題相談

2月 111 (本) 。農業委 民 会
8 : 30-17 : 00 (本庁合2階)

fj 政 キB 談
2 f) 13 n(Jl) 

凶武デパート
10:00-15:00 

心 配ごと相談
毎週火11提H
10: 00-15 : 00 社会柿祉協議会

j去; t掌 キ自 言炎 2 JJ 1811(1:) (岱 ⑫ 2025)
(子約指11) 10: 00-正

法 律 相 ~~足- 2 JJ 1:-' (-1 (*l 
{予約制) 13: 30-15 : 00 l-JIII奇n:会議戸ilr

保 険 年金相談
11I:週fj-金郎日 (岱 ⑫ 1500)

日:00-16 : 00 

市 民 相 談 毎週月一千itlljd1::1 '1て前環境線

交 通 事故相談 9 : 00-16 : 00 司7 (南庁合31ll'r)

児 重 相 談
毎週月一金時n

役
児童保育課

9 : OQ-16 : 00 (s@2000) 

母 相 談
irj:週H-金昭U 所 児五!保育f~~~ 

子 。:00-16 : 00 (内線1636)

毎週月~令i曜日 東部 f!il:r守匝|
子育 て 相談 8 : 30-19 : 30 f米行センター

(ヒ11M円は12:30) (岱 ⑫ 3096)

福
祉
医
療
費
に
入
院

時
食
事
療
養
費
助
成

••• 
こ
の
ほ
ど
、
縞
祉
限
療
費
に
入
院

時
食
事
療
議
官
(
襟
準
負
捌
分
の
み
}

の
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
・ま
し
た
。

マ
受
給
対
象

福
祉
医
療
費
受
給

者
の
う
ち
、

4
蔵
未
満
の
乳
幼
児
、

吋
子
家
庭
・
父
千
家
出
、
重
度
心
身

限
生
口折

マ
受
給
対
象
日

平
成
6

年
刊
月
入
院
分
よ
り

マ
申
請
日

ヂ
成

7
年
1
月
か
ら

マ
そ
の
他

阿
川
準
向
一
担
額
の
領
収
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

齢
者
一
拍
祉
諜
(
内
線
1
6
2
4
)

固
園
…F
f
ιtE1.Uいほ…

国
図
…れれ抑
制説
法

…

園
園
…
l
i
f
j

マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
シ

!
ト

無
料
・

4
0

0
0
問

マ

ベ

ビ
ー
カ
ー

1
0
0
0円
・

8
0
0
0
阿

マ
入
学
期
限

一
式
(
男
児
)

6
0
0
0
同

マ

入
手
用
靴
(
男
児

・

お
佃

)
2
0
0
0
円

マ

定

気

政

E
布

2
5
0
0円
マ

屯

気

こ
た
つ

(
M
m

品
川

)
2
0
0
0
阿

マ

向

転

車

そ

れ

ぞ
れ
却
勺

2
0
0
0円
、

M
匂

1
0

0
0
円
、
時
勺

2
0
0
0
円

マ
折
り

釘
み
式
肉
伝
単

5
0
0
0
円

マ

小
型

ス
ト
ー
ブ

(レ

ジ
ャ
ー
朋
)

無

料

マ

在
宅
看
護
職
再
就
業

移
動
相
談
へ
ど
う
ぞ

••• 
長
野
県
ナ

|

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
婦

・
助
産
い附
・
有
謎
射
の
資
栴

を
持
ち
な
が
ら
家
庭
仁
い
る
か
た
の

た
め
に
、
再
就
業
移
動
相
談
を
行

っ

て
い
ま
す
。
資
格
そ
生
か
す
た
め
仁

ど
う
ぞ
お
れ
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

、
。
-E
、

白，-u 
t・・1

マ
と
き

1
月
お
り
附
午
前
川
時

i
・JK
午

マ
と
こ
ろ

上
川
保
健
所

(
材
木
町
1
・
上
川
A
n
同
庁
本
一円
内
)

マ
問
い
合
わ
せ

上
旧
保
健
所
(
包

@
1
2
6
0
)
 

が
ま

2
升
釜
(
郎
市
ガ
ス
則
)

無
料

マ
湯

川仰
か
し
協
(
都
市
ガ
ス

川町
)

5

0
0
0

円

マ
ス
キ
|

ハ
ン
ツ
(
ウ

エ
ス
ト

m
m
)

5
0
0
円

マ
非
令
属
チ
ェ

ー
ン

1

7
5
m
×
m
m
×
m

m

1

0
0
0
0
問

1
8
5
m
×
m
w
m
×
M
m

7
0
0
0
円

マ
台
所
用
ワ
ゴ
ン
車

1
0
0
0
円

マ
中
格
別
セ
イ

ロ

線

料

マ

大

腕

(
ス

ー
プ

周

)

鉱

山科

16 

マ
テ
レ

ビ

マ
石
油
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー

マ
石
油
ス
ト
ー
ブ

マ
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー

ル

マ
ス
キ
l
一
式
(
身
長

1
5
5
m
-

靴
お

・
5
m
)

マ
和
琴

マ
大
正
琴

マ
フ
ル

ー
ト

マ
油
絵
の
道
具

マ
げ
た

衡

マ
応
接
セ
ッ
ト

広報うえだ7. 1. (5) 



-情報テーブル・

中
国
・
寧
波
市
と

友
好
奈
流
都
市
提
携

上
田
城
北
櫓
の

改
修
事
業
費
も
計
上

ロ
月
定
例
市
議
会
が
ロ
月
6
日
か
ら
同

引
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
5
億

1
7
9
9
万
円
を
計
上
し
た

6
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
ぬ
機
家
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
れ

に
よ
り
、
繍
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は

4
0
4億
5
8
4
9
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
い
日
唯
一
知
満
了
と
な
る
教
育
委

員
会
委
員
に
内
藤
尚
教
育
長
(
的
歳
・
末

広
町
)
が
、
眉
虎
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
元
木
繁
保
さ
ん
(
印
象
・
舞
図
〉

が
、
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/ -

条
例
の
制
定
・
政
正
・

事
件
決
機
案

マ
上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の
一

部
改
正
{
間
連
叫
が
-
J

べ
l
ジ
)

マ
上
回
市
室
賀
温
泉
ス
夕
、
ノ
ト
条
例
の
制

定
{
内
~
…
を
し
仁
川
引
口
地
M
一
に
江
川
仰
す
る
川
川
山
市

ス
タ
ン
ド
に
勺
い
て
り
条
例
で
す

マ
上
田
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一

部
改
正

(
内
実
H
)

卜
之
郷
地
医
・
ド
小
白
地
.
い
の

片
側
兵
の

.
加
件
以
川
開
始
に
伴
う
改
・
J
L
L
す
。

マ
友
好
交
流
都
市
強
棋
に
つ
い
て

{
内
山
介
)
小
川

・
山
中
山
市
{
人

H
約
コ
l

o
M人
)
と
の
々
好
交
流
都
市
舵
叫
に
勺

レ
て
の
が
件
決
議
案
料
刊
行

・
λ
化
・
紙

済
な

E
の
交
流
に
よ
り
、
相
以
内
解
と
相
川

忠
ソ
ゼ
涼
め
て
い
、
」う
と
す
る
も
の
で
す
。

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

何門川崎山ド史、

制
介
し
ま
す
。

••• 
出
林
水
ぃ
凶
行
で
は
、
-
平
成

7
年

2

月
1
日
現
夜
、
て
、
全
同

二
打
仁
門
以
来

セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

州
以
来
セ

ン
サ
ス
は
、
投
が
同
の
出

来
に
関
す
る
H
川
も
ぷ
日
本
的
な
統
外
川淵州

ボ
刊
で
、
孜
が
同
の
す
べ
て
の
民
家
や

従
業
を
営
む
事
業
体
が
対
象
で
す
。

こ
の
調
先
は

5
年
ご
と
に
行
わ
れ
、

上
川
市
に
お
い
て
も
地
域
の
実
的
に

ド
九
百
し
た
山
け
来
会
小
心
に

開

幽

闇

幽

マ
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
事
業
(
寝

た
き
り
老
人
介
護
)
:
:
:
:
・
l
り
2
.
力
川

(
内
存
)
!
日
か
-U
抗
出
て
・
3
る
け
於
が

-
人
中
1
た
り
加
け
か・'り

m
H
に
情
え
た
こ

と
な
.
ど
に
よ
る
ぬ
芯
併
町
山
首
の
明
械
で
す
。

閉

園

田

園

マ
ご
み
減
量
室
長
化
対

策
事
業
:
:
:
:
J
i
-
-
:
:
:
:
・1
U
5
M
川

{
内
本
}
ザ
淑
ご
み
の
川
似
立
川
-H治
会

て
午
、
ぬ
}
が
中
I
M
の
見
込
み

'uzk
川
る
た

め、

R
C
じ
{
資
似
例
以
来
行
の
州
制
A
H
組

織
)
へ
の
川
以
委
託
料
の
追
加

A
Kで
す
。

闘

幽

闘

困

マ

中
小
企
業
融
資
要
綱
、

同
和
対
策
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
要
綱

に
基
づ
く
制
度
資
金
の
融
資
持
拡
大

・l
蛇
ー
の
お
り
ん
川
1

(内山什
)
V
K
則
.
小
川
に
よ
る
社
%
低
迷
で
、

市
制
度
資
金
利
川
の
--K
似
明
仰
に
作
司
て
、

中
小
企
業
の
粍
常
山
火
山
去
を
阿
る
た
め
。

マ
国
際
会
議
観
光
都
市
推
薦
事
業

(内

w
-
M限
的
な
会
論
や
、
イ
ベ
ン
ト

の
古
川
立
に
取
り
組
む
山
町
村
を
左
記
す
る

税
理
士
会
上
田
支
部

「
還
付
無
料
相
談
会
」

(
内
線
l ••• 
2
月
日
日
開
か
ら
向
日
臼
刷
ま
で
、

税
制
刊
上
会
上
問
主
部
の
作
事
務
所
で

少
傾
な
所
得
税
の
還
付
小
作
相
談
と

中
行
品
川
の
作
成
を
阿
川
的
に
い
燃
料
で

行
い
ま
す
。
屯
F
川
辿
絡
の
う
え
、
品

川
り
の
税
制
仕
上
事
務
所
へ
ど
う
ぞ
。

マ
相
談
時
間

午
前
9
時
別
分

i
午

後

4
時

マ

問
い
合
わ
せ

税
m
L
L

会
ト
仁
川
い
え
部

(
宮
也、
8
5
3
5
)

す$AF
 

'

'

」tt
・

、
伺お4H

 

E

貝
古
車

一.♂

閥

「
コ
ン
ベ
、
J

・
ン
ョ
ン
仏
」
に
仏
づ
い
て
一
地

的
行
か
-U
H
叫
ん
必
令
交
け
{
ト
.川
で
川
郡
山
}

コ
シ
ペ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

l
ロ
l
(
が
扮
川
)

A
T
A抗
す
る
経
由
ゃ
れ
(
利
一
全
な
ど
を
-Al

L
、
事
業
化
に
臥
り
組
み
ま
す
。

マ
上
小
高
等
職
業
訓
練
校
移
転
改
修
事
業

{
内
山
立
山
上
川
代
術
叩
門
的
円
ヘ
ヤ
一
向
ww

k
す
る
た
め
の
改
修
ー
が
に

四
嗣
蹴
園
田

マ
伊
勢
山
共
同
牛
舎
用
地

測
量
委
託
料
・:
:
j
i
-
-
:
:
・2
1
0
万
川

悶

回

開

国

マ

街
路
整
備
事
業

・・・・・
l
u
n
o
りじり川，

(
内
山
立

仁
川
駅
川
川
町
仰
線
、
仁
川
駅
出

駅
山
減
、
山
.
大
川
川
市
川
線
な
ど
の
物
仙

マ
市
街
地
再
開
発
事
業
・
:
;
:
i
お
り
が
川

(内
・存
)
上
川
釈
北
川
口
問
問
花
北
例
以
山
城

内
で
、
事
業
化
に
向
け
た
評
価
ふ
り
市
資
料

作
成
の
た
め
の
.
小
品
川
山
挺
主
な
ど
に

園

圃

園

マ
海
田
西
小
学
校
屋
内
運

動
場
等
建
設
事
業
:
・
l
応
6
7
0
0
.
h
川

マ
上
回
城
北
織
改
修
事
業
γ
・3
2
り
万
川

1
月
初
日
附
は

文
化
財

防
火
デ
l

ー
み
ん
な
で
守
ろ
う
|

あ

っ
た
き
め
細
か
な
民
林
行
政
を
進

め
る
際
の
此
長
引
な
資
料
に
な
り
ま
す
。

l
月
ド
何
よ
り
、
明
州
古
い以
が
凋
ム
品
川

川
門
川
ぞ
持

っ
て
お
川
川
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

企
同
課

2
2
6
)
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件数743件(+55)/死者8(-2)/負傷者917(+45)
<12月末現在 ( )内は昨年比〉

上田市の交通事故発生状況
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車いすのかたは

連絡スビーカーのご利用を

・1・・・~醤g
~視苅院ヨ副・・・v

「
寝
た
き
り
老
人
」
を

さ
さ
え
る
家
族
の
会

••• 
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
と

8

1
川

n
u
m午
後
l
時

初
分

1
3
時
却

分

マ

と

ニ

ろ

山

保
健
セ
ン
タ
ー
{
山
役
所
出
斤
合
2

附
)

マ

内

容

生

き
が
い
能
成
づ

く
り
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

-
成
滞

秀
敏
さ
ん
に
よ
る

「介
越
の
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う

1
体
操
で
心

む
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

i
」

マ
そ

の

他

中
1
川
介
護
ぞ
代
わ
っ
て
く
だ

さ
る
人
が

い
な
い
場
合
は
、

M
W
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
川
い
ま
す

の
で、

昨年12月3日から橘上駅になった JRよ田駅を

利用する場合、南北自由通路の階段に上って、橋

上駅て切符を靖入し、こ線橘を降りてホームに出

ていただいています 車L吋ーをこわl用になるかた

は、駅南口側に設置しである「連稽スピー力-'

で 連絡いただけば、駅吐員が身障者用通路から

さ箪ーまで実でします よ壬11田 rださい

!>問い合わせ J R上回目 宮 )1400)

川
印

H
山
附
ま
で
に
保
健
「
防
品
(
内

山
川
九
州

1
3
7
7
)
へ
ご
述
給
く
だ
さ

い
。

入
札
(
見
積
)
参
加
願

2
月
か
ら
受
付
開
始

••• 
.
 
ド
主
7
午
主

・
8
午
h
w
A

に、

心
ur

-
-

'
1

61
1

(

|

:

 

附
人
す
る
物
品
の
入
札
・
け
ん
航
り
に

参
加
を
荷
引
さ
れ
る
か
た
は
「
入
札

{什ん
制
り
)
参
加
願
」
を
舵
川
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

2
日
1
H
附

1
同

お
打
開

マ

そ
の
他

指
定
川
紙
は

1
日
か
ら
作
川
町
沫
で
お
い
岐
し
し
ま
す
。

マ
提
出
・
問
い
合
わ
せ
作
川
胤

‘ 、

、dae--EZa--F--EE
，‘‘
E
a
ee

・g・-E
-
E
r
h
E
E
E

1"1 
線

2 
6 

2 

5 

長
野
県
学
生
寮
に
入

寮
希
望
者
は
ど
う
ぞ

••• 
マ
所
在
地

浦
和
山

マ

募

集

人

員

削

H
f
m人
科
皮
(
応
必
多
数
の

州
場
人
け
は
州
選
)
マ
応
募
資
格
山

山
身
打
で
大
山
下
な
ど
に
点
山
下

・
-人山下

ゐ
正
予
定
し
て
い
る
行
な
ど

マ
寮
費

川
領
1
6
0
0
0
川

(
は
か
に
人

安
全
、
食
費
屯
気
料
実
的

)

マ

受

け
付
け

2
月
1
川

1
泣
け

マ
問

い
合
わ
せ

県
庁
蛇
℃
坪
内
学
生
取

引
持
川
(
宮
0
2
G
2
必

ol--)

l
月
お
日
は
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が

火
災
と
な
っ
た
日
(
昭
和
白
年
)
で
、

昭
和
初
年
に
こ
の
田
舎

可
文
化
財
防

火
デ
l
』
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
国
宝
や
鑑
要
文
化
財
な

ど
、
優
れ
た
建
造
物
が
数
多
く
あ
り

ま

す

毎

年
l
月
初
日
に
は
、
文
化

財
へ
の
立
入
検
査
な
ど
を
行
い
「
文

化
財
防
火
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す

費
量
な
文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
っ
て
い
く
た
め
に
は、

一

人
ひ
と
り
が
文
化
財
に
対
し
て
深
い

理
解
と
愛
護
の
心
を
持
ち
、
文
化
財

を
大
切
に
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

|東急ィシl

1月1日付け「広報J 7ページ r郷田西小学綬』のコーナーに主主りがあ
りました。 1行自 r中燈田Jを r西泡回Jに。訂正し、おわびします。|，1r 11:とおわび|16 1. 広報うえだ7.[7 } 
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・川田飛朔くん
( 1歳6か月 ・金井)

「汽車や電車が大好き。
さきいちばんお気に入りのお
もちゃが、乙の汽車~ッボ
ですJと母のカ、おるさん。

保健診tlT
保健予防課(内線 1374)

.2月の乳幼児健康診査
l>受付時聞 いずれも午後 111寺-2時 l>持ち物

時子・4珪j誕手l帳、ノfスタオノレ(.J・]0か日児)、前[ブラシ

( 1 歳 6か月山)01歳6か月児は、みちゃん手帳の111

にある健j誕診古来に記入してお持ちくださ L、。3歳児

li健康診脊3qと枕聴覚検Ttのアンケー トケお送りしま

すので、ご記入のうえお持ちく fごさい。また、!ぷ検有

のスポイ 卜もお持ち <tごさい。

・保健センター(市役所南庁舎E階)

健 圭a会y 実施日 生 年 月 日

n 2月711 6. ~) . 16 - 9. ;~O 
4 カ3

2円21R 6. l(). 1-1(). 15 

)-J 
2円811 ti . 3. 1()-3. 31 

10 IJ、
2日231J 6. 4. ] - -1. 15 

u:ι6か円 2 Jl 2 11 にv • 7. ls-7. :~1 

2月28R [) . 8. 1-8. 15 

3 蔵
2月3n ] - 1. 15 

2月27n 1. 16-1. 31 

-塩田母子健康センター(塩田地区)

円 I _. . _ _ ... I6. 9. ]()-10. 1!1 
I 2) J 22日 1

10 か nI -，.--.. I 6. 3. ](1--1.15 
3 蔵 I2月1011I 3.12. 1-~ . 1. 31 
・川西社会福祉センター(川西地区)

」か n
10 か月

] i誕行かJ1

2月17日
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山びこの家10周年・上小地域精神家族会20周年

・記念フェスティバルを開催します

めまぐるしく変化する社会の中て¥心を病む人カ?増

えています。「山びこの家」は10年前仁心ぞ病む人の洪

同作業所tして出発し、社会復帰した人もおおぜいい

ます。現在、心の病気でお悩みのかたや家族のかた、

また心の健康に関心のあるかたなどの参加をおn=ちし
ています。

l>とき 1 月28日(士)午後 111寺から 4時まで l>とこ

ろ 上Ifl創造館 l>内容 ①体験発表(メンバーと家

政) ②講iiJlr精神を病む人を地域て支えていくには」

(講師…精神保健センタ一所長 ・出-尾美代子さん)

l>その他 当日午前11時から山びこの家を開放します

ので、自由にご覧ください。また講演終了後、ティー

ノ {_ティーを|非l きます(参加賀m~料九 l>問い合わせ

保健予防課(内線1376)

-健康増進クリ二ツクを行います

これから是正動を始めようと思っているかた、通勤を

続けているかたや自分の健康状態を長nりたいかた、健
康増進クリ ニツクてあなたの健康をチェックしてみま

せんか。

あなたの健康度にあわせた運動 ・栄養に|期するア ド

ノfイスをします。

l>とき 1月271::1樹 ・3月24卜J(:剣 (1時間はそれぞれ

午前8時45分から正午まで) [>ところ 上回保健所

(材木IlIf1丁同) l>内容 貧j(ll験査、眼底検査、心

屯図(安静l待・巡動後)、体脂肪iHl応、運動処方、栄養

診断など [>料金 2520内 l>定員 10名 l>申し込

み方法 クリニツクの101二|前までに、土田保健所保健

予防課(包@7148)へお申し込みくださ L、。定員にな

り次第締め切ります。

Eお年寄りのぼけについての相談会

もの忘れが激しい、お漏らしそする、与までと行動

が違ってきた、家族が対応に困るこ kがあるなど、お

年寄りのことについての相談をお受けします。なお、

平めに相談する ことによ って、ばけの進み方が違って

きます。

l>とき 2 月 7 日 (火)午 ~ìíj 911寺30分から午後3時30分

まで、 [>とニろ 高齢者市yi祉センタ- [>相談担当者
国立小諸療養所 ・堀内静イ・さん い相談料 無料

[>申し込み {閑人相談で予約制です。相談{:>希望され

るかたは、 2月3円樹までに申し込んでください。

[>定員 5名(定員になり次第受け付けを?締め切りま

す) [>問い合わせ 高齢者福祉センター (f:③ 41 

1 9) 
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